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環境に配慮し、再生紙と植物油インキを使用しています。

常任委員会
【
総
務
委
員
会
】

期
日
▼
平
成
24
年
１
月　10

日
〜
12
日

場
所
▼
静
岡
県
沼
津
市

　
　
　

神
奈
川
県
小
田
原
市
・

藤
沢
市

内
容
▼
本
市
に
お
い
て
新
消
防
庁

舎
の
建
設
に
向
け
た
検
討
が
始

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
沼
津
市
の
民

間
資
金
を
活
用
し
た
消
防
庁
舎
建

設
事
業（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）を
視
察
し
ま
し

た
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
導
入
に
よ
り

財
政
負
担
の
縮
減
が
期
待
さ
れ
る

反
面
、
事
業
開
始
か
ら
引
渡
し
ま

で
に
時
間
が
掛
か
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
ま
た
近
代
的
な
消
防
庁
舎

の
施
設
を
見
学
し
、
本
市
の
新
消

防
庁
舎
を
整
備
す
る
う
え
で
大
変

参
考
と
な
る
事
例
で
あ
り
ま
し
た
。

　

小
田
原
市
で
は
「
お
だ
わ
ら
Ｔ

Ｒ
Ｙ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
視
察
し
ま

し
た
。
新
た
な
総
合
計
画
に
多
数

の
市
民
の
声
を
取
り
入
れ
る
た
め

に
、
無
作
為
抽
出
さ
れ
た
200
名
の

市
民
が
65
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
討

議
し
、
生
活
者
の
視
点
か
ら
の
ア

イ
デ
ア
を
行
政
が
受
け
と
め
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
藤
沢
市
で
は
市
民
の
利

便
性
向
上
と
担
当
課
の
事
務
量
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
行
政
手
続
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
て
い
る
と

と
も
に
、
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
と

経
費
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

【
文
教
厚
生
委
員
会
】

期
日
▼
平
成
24
年
２
月13

日
〜
15
日

場
所
▼
福
岡
県
北
九
州
市

　
　
　

山
口
県
下
関
市
・
宇
部
市

内
容
▼
北
九
州
市
で
は
、
子
ど
も

の
感
性
を
育
み
、
子
育
て
中
の
親

が
持
つ
負
担
や
不
安
感
を
解
消

し
、
子
育
て
支
援
の
地
域
活
動
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
子
育
て
ふ
れ
あ
い
交
流
プ
ラ

ザ
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

館
内
は
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
感

じ
な
が
ら
遊
べ
る
広
場
な
ど
、
親

子
が
自
由
に
交
流
で
き
る
、
広
い

空
間
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

下
関
市
立
中
央
図
書
館
は
、
図

書
館
と
生
涯
学
習
施
設
機
能
を
有

す
る
市
民
の
文
化
活
動
の
拠
点
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
開
館

当
初
は
全
国
唯
一
、
読
書
欲
の
喚

起
に
役
立
て
よ
う
と
、
読
書
通
帳

を
導
入
し
て
い
ま
し
た
。

　

宇
部
市
は
、
障
害
者
の
就
労
を

支
援
す
る
た
め
、
市
役
所
も
一
事

業
所
と
し
て
、
障
害
者
を
積
極
的

に
雇
用
し
、
働
く
意
欲
の
あ
る
障

害
者
の
自
立
を
促
進
し
て
い
ま
し
た
。

【
環
境
経
済
委
員
会
】

期
日
▼
平
成
24
年
２
月８

日
〜
10
日

場
所
▼
福
岡
県
福
岡
市

　
　
　

熊
本
県
熊
本
市

　
　
　

鹿
児
島
県
南
九
州
市

内
容
▼
福
岡
市
で
は
財
政
状
況
や

人
員
削
減
な
ど
厳
し
い
行
政
運
営

を
強
い
ら
れ
て
い
る
中
、
平
成
20

年
度
に「
共
働
事
業
提
案
制
度
」を

創
設
し
、
市
民
か
ら
提
案
を
受
け

た
「
ひ
き
こ
も
り
青
年
社
会
参
加

支
援
事
業
」な
ど
を
展
開
し
、
行

政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月
の
九
州
新
幹
線

開
業
を
見
据
え
、
熊
本
市
で
は
熊

本
城
馬
場
地
区
に
歴
史
文
化
体
験

施
設
な
ど
を
有
す
る
観
光
施
設
を

整
備
し
ま
し
た
。
整
備
完
了
後
の

約
10
ヶ
月
の
入
場
者
累
計
数
は
約

124
万
人
を
数
え
、
順
調
に
整
備
の

効
果
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。

　

南
九
州
市
で
は
、
収
穫
前
を
表

す
黄
色
い
旗
の
設
置
や
認
証
制
度

へ
の
取
り
組
み
、
病
害
虫
発
生
予

察
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
（
ム
シ

ダ
ス
）を
設
置
す
る
な
ど
、
広
く

消
費
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
環
境

に
や
さ
し
い
健
全
な
農
業
、
生
産

性
の
向
上
及
び
経
営
安
定
を
目
指

し
て
い
ま
し
た
。

【
都
市
建
設
委
員
会
】

期
日
▼
平
成
24
年
２
月13

日
〜
15
日

場
所
▼
愛
知
県
豊
橋
市
・
田
原
市

　
　
　

静
岡
県
掛
川
市

内
容
▼
豊
橋
市
で
は
、「
豊
橋
東

口
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
」に

つ
い
て
、
視
察
し
ま
し
た
。

　

当
事
業
は
豊
橋
駅
周
辺
を
拠
点

地
区
と
し
て
、
鉄
道
再
編
を
伴
う

土
地
区
画
整
理
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
低
・
未
利
用
地
の

有
効
利
用
を
図
り
、
高
度
な
都
市

機
能
の
導
入
を
可
能
と
す
る
基
盤

整
備
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

駅
前
商
業
ゾ
ー
ン
と
生
活
商
業

ゾ
ー
ン
の
２
つ
に
分
け
、
41
の
事

業
に
取
り
組
む
な
ど
、
具
体
的
な

中
心
市
街
地
活
性
化
策
が
示
さ

れ
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

田
原
市
で
は
、「
渥
美
半
島
菜
の

花
浪
漫
街
道　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」に
つ
い
て
、
視
察
し
ま
し
た
。

　

渥
美
半
島
の
魅
力
や
美
し
さ
を

発
見
し
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た

原
風
景
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
運

動
を
市
内
全
域
で
進
め
、
観
光
振

興
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
り
ま
す
。

　

取
り
組
み
を
推
進
す
る
組
織
と

し
て
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
等

を
取
り
込
ん
だ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
会
議
が
母
体
と
な
り
、
日
々
、

改
善
策
に
取
り
組
む
前
向
き
な
姿

勢
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

掛
川
市
で
は
、「
緑
の
精
神
回

廊
」に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
防
災
と
美
観
の

公
共
空
間
を
兼
ね
備
え
た
、
緑
あ

ふ
れ
る
歩
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

整
備
す
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。

　

城
郭
エ
リ
ア
を
整
備
し
、
来
訪

者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

中
心
市
街
地
ま
で
流
入
が
少
な
い

中
、
来
訪
者
の
増
加
を
地
区
全
体

の
活
性
化
に
ど
う
結
び
付
け
る
の

か
、
大
き
な
課
題
も
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

各常任委員会では、議会活動の一
層の充実を図るため、先進都市の優
れた行政や施設などを視察し、今後
のまちづくりに役立てていきます。

－行政視察－


